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第１章 構想策定の背景と目的 

 

1.1 生涯活躍のまち（日本版 CCRC１）構想とは 

少子高齢社会が進行する中で、2025 年には団塊世代が後期高齢者となるなど、今後、さら

に医療・介護費用の増大、医療・介護人材の不足が懸念されるところであり、大きな社会問

題となっています。特に大都市圏における高齢者人口の増加により、医療・介護施設が不足

し、介護難民の発生が懸念されています。一方で、地方では今後の高齢者人口の大幅な増加

はみられず、高齢者人口が減少していく地域もある中で、医療・介護施設にも一定の受け入

れが可能となるものと想定されています。 

超高齢社会に起因するこれらの社会問題を解決する手段として、まずは高齢者がいつまで

も健康で元気に暮らせるための予防措置が必要です。また、地方では高齢者人口も減少に向

かう中で、今後、医療・介護施設に一定の受入れが可能となることから、元気な高齢者（ア

クティブシニア２）を地方へ誘致することで、社会参加等を通じて地方の活性化に寄与すると

同時に、大都市圏の医療・介護施設の待機者を減少させる効果が期待できます。 

そこで、我が国では「生涯活躍のまち」事業を推進すべく、日本版 CCRC 構想有識者会議に

おいてその基本方向が定められました（表 1）。 

表 1 国の「生涯活躍のまち」構想の基本コンセプト 

出所）日本版 CCRC 構想有識者会議「生涯活躍のまち」構想に関する手引き（第 3 版） 

                            
１ CCRC とは、Continuing Care Retirement Community」の略称。高齢者が、健康なときから介護が必要になる時

まで、一貫して継続的な ケアが受けられることが保証されているコミュニティのこと。 
２
 自分なりの価値観をもち、定年退職後にも、趣味やさまざまな活動に意欲的な、元気なシニア層のこと。 
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1.2 伊達市版生涯活躍のまち構想 

人口減少社会においても、市民誰もが生涯活躍できる持続可能なまちづくりを推進するた

め、地元の高齢者はもとより主として首都圏の移住者を地域に受け入れ、みんなが役割や生

きがいを持ち、これまで以上に健康で活動的な生活ができる先駆的なモデルとして、伊達市

版生涯活躍のまち構想を策定します。 

策定に当たっては、国が定めた生涯活躍のまち（日本版 CCRC）構想を十分に踏まえ、地域

の実情も勘案するとともに、本市で展開している「健幸都市」の理念を最大限に活かし、移

住者はもとより市民にとっても生涯活躍ができ、地域が家族となるまちづくりを目指すもの

とし、以下の取組を重点的に推進します。 

 最も基本的なニーズである継ぎ目がない地域連携医療を提供できるまちづくり 

 地域で支え合う地域包括ケアシステムの構築及び子育て世代支援体制の拡充 

 医療・福祉人材、事業者の呼び込み等によるアクティブシニアをはじめ子育て世代の

移住促進 

 

表 2 伊達市版生涯活躍のまちの特徴 

 従来の高齢者施設 日本版 CCRC 構想 伊達市版生涯活躍のまち 

居住の

契機 

主として要介護状態

になってから 
健康時から選択 若い健康時から選択 

生活の

様子 

高齢者はサービスの

受け手 

仕事・社会活動・生涯学

習などに積極的に参加

（支え手としての役割） 

仕事や社会参加を通じて

自己実現と地域の活性化

を両立 

地域と

の関係 

住宅内で完結し地域

との交流がない 

地域に溶け込んで多世代

と協働 

地域の家族として役割を

持って活躍 
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第２章 構想の位置づけ 

 

2.1 本構想の位置づけ 

本市では、国のまち・ひと・しごと創生総合

戦略を受けて策定した地方創生総合戦略「伊達

な地域創生戦略」において、地方創生の実現を

図るため、目標として設定した重要業績評価指

標（KPI）の達成に向け、産業振興、移住、子育

て支援、健幸都市づくり等に関する取組を検討

し、明記しています。 

本構想は、これらの取組のうち、「生涯元気

な市民を増やす健幸都市の推進」を図るため、

主な取組として位置付けられている「生涯活躍

のまち」の実現に向けた基本的な取組方針を示す

ものです。 

 

表 3 伊達な地域創生戦略における生涯活躍のまちに関する記載 

施策３-１：生涯元気な市民を増やす健幸都市の推進 

 高齢者の健康寿命を延ばすとともに、介護予防の推進などを通じて、住み慣れた地域の中

で高齢者が元気に住み続けられる環境を整備していきます。 

 元気な市民が暮らしやすいまちの実現を通じて、政府が提唱している首都圏のアクティブ

シニアが本市への移住や二地域居住ができる「生涯活躍のまち（日本版 CCRC１）」構想に

ついて、実現の可能な地域を選定します。 

主な取組の内容 

■健幸都市推進事業（既存事業） 

誰もが地域で安心して住み続けられる健幸なまちづくりをめざし、自然と歩きたくなる 

まちづくりを推進するため、ＩＣＴ技術を活用した健康データの管理や道路、施設の整備等 

地域資源や地域特性を活かした市民のライフスタイルに応じた「歩き方」の提案など、市民 

誰もが地域で元気に暮らせる社会を創出します。 

★生涯活躍のまち加速化事業（新規事業） 

地域資源や人材を有効活用しながら健康に老後を過ごすプログラムを研究し、都市部の 

知識・経験・ネットワークが豊富なアクティブシニアを受け入れ、都市部から地方への人の 

流れを促進し、新たな仕事や雇用を創出するための調査・検討・推進等具現化に向けた取組 

を実施します。 

                            
１
 東京圏をはじめとする高齢者が、自らの希望に応じて地方に移り住み、地域社会において健康でアクティブな

生活を送るとともに、医療介護が必要な時には継続的なケアを受けることができるような地域づくりを目指すこ

と。 

図 1 伊達な地域創生戦略の基本目標 

（概念図） 
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2.2 評価の仕組み 

目指す姿とその達成度を評価する重要業績評価指標（KPI）を設定し、市のみならず、伊達

市版生涯活躍のまちの担い手となる関係者と情報共有、協議しながら、事業の進捗管理と、

KPI を達成するための効果的な改善策の検討を行っていくものとします。 

 

2.3 本構想の対象区域 

市内全域を対象とします。 

 

2.4 計画期間 

平成 31 年度までを計画期間として、随時見直しを図っていくものとします。 
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第３章 伊達市の現状と課題 

 

3.1 伊達市の現状 

 

（１）立地環境                                   

伊達市は、福島県北部に位置し、東部には阿武隈山系

の霊山、西部には吾妻連峰、北部は宮城県境の山々に囲ま

れた福島盆地の中にある自然豊かなまちです。福島市、桑

折町、国見町、川俣町、飯舘村、相馬市、宮城県白石市と

丸森町に隣接し、市の西部には東北自動車道や国道４号線

といった幹線道路と、JR 東北本線と阿武隈急行線が通っ

ています。 

市域は、総面積 265.1 ㎢を有し、うち 65%を森林と農地

が占めています。 

図 2 伊達市の位置図   

（２）歴史・文化                                  

 本市は、平成 18 年１月１日に伊達町、梁川町、保原町、霊山町、月舘町の５町が合併して

発足した市です。また、伊達市はその名が示すとおり、伊達氏発祥の地として知られていま

す。鎌倉時代の源頼朝と奥州藤原氏との奥州合戦の際に、源頼朝配下の中村常陸入道念西が

伊達郡にて奥州藤原氏配下の佐藤氏を討ち取り、その恩賞として伊達郡を拝領し、伊達郡高

子岡に居城し、姓を伊達に改めたとされ、これが伊達氏発祥の地の由縁とされています。こ

のような歴史的背景を活かして、観光 PR用アニメーション「政宗ダテニクル」１を作成し、

観光振興に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

高子岡城址 

 

                            
１
 タイトルは、「伊達政宗」と「クロニクル（年代記）」をかけ合わせており、「伊達に来る」も意味している。 

図 3 観光 PR（政宗ダテニクル） 
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（３）気候                                     

東京と比較すると夏はそれほど変わらず、冬は３～４度低い気温となっています（図 4）。

全般的にやや冷涼ですが、福島盆地に位置するために寒暖の差があり、これが果樹の栽培に

適した風土を生み出しています。 
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（℃）

 

図 4 年間平均気温（2015 年、伊達市（梁川）と東京の比較） 

出所）気象庁データ（2016/10/12、2017/1/20 データ取得）より作成 

（４）人口推移                                   

本市の人口は、1950 年の 80,527 人をピークに減少傾向にある。特に、2000 年から急速に

減少が進み、2005 年に７万人を割り込んだ後は、2020 年には６万人を、2035 年には５万人

を割り込み、2040 年には 44,678 人になると推計されています。 
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図 5 総人口の推移及び推計（1950～2040 年） 

出所）「伊達な地域創生戦略」（伊達市）より作成 

 

（推計値） 
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（５）世帯数の推移                                 

人口総数が減少傾向にある一方で、世帯数は緩やかな増加傾向にあります。1980 年の

17,842 世帯から 35 年間で約 4,000 世帯増加し、2015 年には 21,656 世帯となっています。

ただし、１世帯あたりの人員は、1980 年の 4.2 人から 35年間で 1.3 人減少し、2015 年で

2.9 人となっています。 

74,186 74,626 74,200 73,305 71,817 
69,289 

66,027 
62,436 
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図 6 人口・世帯・世帯人員推移（1980～2015 年） 

出所）総務省統計局「国勢調査」、総務省統計局「国勢調査：人口速報集計（要計表による人口集計）結果（平

成 27 年）」 

（６）年齢３区分別人口の推移と推計                         

年少人口（0～14 歳）、生産年齢人口（15～64 歳）、老年人口（65 歳以上）の人口推移で

見た場合、1980 年以降、年少人口（0～14 歳）、生産年齢人口（15～64 歳）は減少傾向にあ

るのに対し、老年人口（65 歳以上）は 2020 年まで増加傾向にあります。老年人口は、2020

年にピークを迎え、20,920 人となる見込みです。 

図 7 伊達市の年齢３区分別人口の推移と推計 

出所）上図 S25～H22 年：国勢調査（総務省統計局）より作成 

下図 H22～72 年：国勢調査を基に伊達市独自で算出した数値（平成 52（2040）年まで「出生者数を死亡者

数が上回る自然減少」と「転入者数を転出者数が上回る社会減少」の傾向が継続すると仮定し、平成 72（2060）

年まで推計したもの）より作成 
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（７）医療介護                                   

１）要介護認定の状況 

全国的な傾向と同様に、本市の要介護（要支援）認定者数は、増加傾向にあります。一

方で、要支援～要介護２までの比較的軽度でサービスを受けながら在宅で過ごすことがで

きる中高齢者が半数以上を占めることから、これらの中高齢者の要介護度の進行を防ぐこ

と、新たな要支援・要介護者を増やさない健康増進の取組を進めています。 
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図 8 要介護（要支援）認定者数、要介護（要支援）認定率の推移 

出所）平成 20 年度から平成 25 年度：厚生労働省「介護保険事業状況報告（年報）」、平成 26 年度から平成 27

年度：「介護保険事業状況報告（3 月月報）」、平成 28 年度：直近の「介護保険事業状況報告（月報）」 

 

２）医療福祉施設の立地状況 

本市には、45施設の医療

機関があり、伊達地域、保

原地域、梁川地域に集積し

ています。伊達地域には救

急にも対応可能な北福島

医療センターがあり、保原

地域には、救急医療施設の

協力病院としてなかのク

リニックがあります。この

ほか、隣接する福島市には

大学病院があるほか、国見

町にも総合病院が立地し

ています。 

図 9 医療機関分布           

出所）国土数値情報（国土交通省） 
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本市の介護施設は、在宅（居宅）介護サービス施設 71 施設、地域密着型サービス施設 

16 施設のほか、施設サービスを含め、各地域の中心に集積しながら、全地域に分布してい 

ます。サービス付き高齢者住宅は１箇所霊山地域に立地しています。 

 

図 10 介護事業所分布 

出所）伊達市資料より作成 

 

（８）産業                                     

人口減少が進む中、本市の就業人口も減少傾向にあります。産業別には、第１次、第２

次産業従事者の割合が減少傾向にあるのに対し、第３次産業従事者の割合は年々増加傾向

にあり、2010 年時点で 54.1%となっています。 

6,282

16.7%

5,816

16.3%

4,303

14.0%

14,529

38.6%

11,640

32.7%

9,789

31.9%

16,791

44.7%

18,147

51.0%

16,606

54.1%

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000 40,000

2000年

2005年

2010年

第1次産業 第2次産業 第3次産業

（人）

 

図 11 産業別就業人口推移（2000～2010 年） 

出所）総務省統計局「国勢調査」 

※ 分類不能の産業を除いて集計 

※ 伊達市は 2006 年に 5 町が新設合併して発足したため、2000 年・2005 年は伊達町、梁川町、保原町、霊山

町、月舘町の就業人口の合計を記載 
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産業別の従業者数でみると、製造業、卸売業・小売業に次いで医療・福祉の占める割合が

高い状況にあります。本市は、製造業や医療・福祉の割合が、全国および福島県の平均を上

回っており、これらの産業に特徴があります。 

なお、古くは養蚕の地としての織物業の歴史があるほか、一次産業が比率は少ないながら

も、全国を上回る状況にあり、あんぽ柿をはじめとした各種果物や伊達鶏などのブランド化

された産品があります。 

6.1%

8.8%

9.7%

14.9%

19.1%

24.6%

2.6%

0.8%

0.1%

5.3%

4.7%

5.7%

19.5%

17.7%

17.2%

3.1%

2.3%

0.9%

8.9%

8.0%

4.6%

4.1%

4.0%

4.8%

5.1%

4.7%

5.0%

12.8%

12.3%

14.5%

7.7%

7.7%

5.1%

3.1%

3.6%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国(N=61,788,853)

福島県(N=873,753)

伊達市(N=22,112)

A 農業，林業 B 漁業 C 鉱業，採石業，砂利採取業

D 建設業 E 製造業 F 電気・ガス・熱供給・水道業

G 情報通信業 H 運輸業，郵便業 I 卸売業，小売業

J 金融業，保険業 K 不動産業，物品賃貸業 L 学術研究，専門・技術サービス業

M 宿泊業，飲食サービス業 N 生活関連サービス業，娯楽業 O 教育，学習支援業

P 医療，福祉 Q 複合サービス事業 R サービス業（他に分類されないもの）

S 公務（他に分類されるものを除く）
 

図 12 産業別従業者数の割合 

出所）総務省統計局「経済センサス基礎調査（平成 26 年） 
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3.2 生涯活躍のポテンシャル 

 

（１）健幸都市（スマートウェルネスシティ）の取組                  

本市では、少子高齢化、人口減が急速に進む中、市民誰もが健康で幸せに暮らせるまちづ

くり「健幸都市」の実現を目指し、平成 23年の「健幸都市宣言」（図 13）をはじめとして、

平成 24 年に「伊達市健幸都市基本構想」、平成 25 年に「健幸都市基本条例」、平成 26 年に

「伊達市健幸都市基本計画」を策定しました。「伊達市健幸都市基本計画」は、「健幸（＝

個々人が健康かつ生きがいを持ち、安心安全で豊かな生活を営むことができること）」をま

ちづくりの中核に据え、様々な健康づくりやまちづくりの事業を一体的に、総合政策として

取り組むものであり、歩きたくなるまちづくりや「健幸長寿社会を創造するスマートウェル

ネスシティ総合特区」への参加などを位置づけています。さらに、平成 26 年 12 月から「健

幸ポイント」プロジェクト（図 14）として、ウォーキングや健康運動教室への参加、特定健

診の受診といった健康づくりに対して、健幸ポイントが付与され、地域で使える商品券等に

交換することができる仕組みを導入しており、市民の積極的な健康づくりが地域の活性化に

つながることにも配慮しています。 

 

図 13 「伊達市健幸都市宣言」 

 

図 14 健幸ポイントプロジェクトの参加案内 
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（２）豊かな自然の恵み                                    

１）全国有数の果樹産地 

本市は、梁川地域の「あんぽ柿」や桃といった果物類が名産であり、他にぶどうや、り 

んごなどが豊富に取れる「くだものの里」です。しかし、こうした果樹農家においても、 

後継者不足の問題が生じつつあります。 

このため、移住を希望される方々には、収穫期の手伝い、果実を活かした新たな 

商品の開発、販路の開拓などだけでなく、後継者そのものになり得る機会もあります。 

また、桃畑が広がる風景、干された柿が連なる風景とこれらの薫りは季節を感じさせる 

本市ならではの景観を形成しています。 

 

 

   

「あんぽ柿」と桃 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   伊達の桃畑 
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２）里山に広がる観光資源 

  本市の観光資源としては、自然やレクリエーションに関する施設が多く、市東部の霊山 

周辺と市北部の梁川地域に観光資源が集中しています。伊達地域にある、みらい百彩館「ん 

め～べ」は、市内で最も観光入込客数の多い場所となっています。 

また、下記に記載の資源のほか、保原地域には高子の高子岡城跡、名峰霊山にはボルダ 

ーランド、梁川地域には伊達氏ゆかりの梁川八幡神社や政宗にぎわい広場などがあり、ス 

ポーツ、歴史に関連する資源も存在します。 

さらに、平成 30 年春には、霊山地域に道の駅が開設予定であり、各地域にある交流スポ 

ットとしてのまちの駅との交流の拠点となりうる施設が分布しています。 

 

霊山

観光資源 種類

霊山 自然

やながわ希望の森公園 スポーツ・レクリエーション

りょうぜん里山がっこう スポーツ・レクリエーション

つきだて花工房 自然

霊山こどもの村 スポーツ・レクリエーション

りょうぜん紅彩館 宿泊・体験・健康

パーシモンカントリークラブ スポーツ・レクリエーション

伊達のふる里夏まつり 行祭事・イベント

霊山太鼓まつり 行祭事・イベント

みらい百彩館「んめ～べ」
（JA伊達みらいファーマーズ
マーケット）

都市型観光-買い物・食-

やながわ希望の森公園

りょうぜん里山がっこう

つきだて花工房

霊山こどもの村
りょうぜん紅彩館

パーシモン
カントリークラブ

伊達のふる里夏まつり会場

霊山太鼓まつり会場

みらい百彩館「んめ～べ」

 

図 15 観光資源の分布 

出所）平成 27 年観光客入込状況調査（福島県） 

 

こうした施設を活用した子どもの体験

学習のほか、本市の名産を食べつつ、登

山やハイキング、ボルダリングなどの健

康づくりも可能であるなど、初心者から

上級者までが楽しめる里山が存在します。 

 

 

 

 

 

 

つきだて花工房        
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（３）地域自治組織との協働体制                          

 本市には、各地域に自治組織が存在し、古くからの集落が残る山間部では「結」の仕組み

による地域づくりが行われています。また、地域ごとに「健康サロン」やまちの駅１が配置さ

れているほか、市内には 153 箇所で集まってお茶会などをする「ふれあい・いきいきサロン」

が地域の住民によって運営されているなど、各地域での交流、コミュニティ形成の基盤があ

ります。 

また、霊山地域掛田地区には、健幸都市のモデル地区として、健康コーナー、市民共有サ

ロン、集会室などを備えた、掛田まちなかサロン“Yottemi”が整備され、地域の交流、活性化

と健康づくりのモデル事業としての取組が進められています。健康コーナーでは、体組成２

の測定、健康に関する書籍・ＤＶＤの閲覧などができ、屋外にはイベント等で貸し出しので

きる「まちなか広場」を設けています。 

  

掛田まちなかサロン“Yottemi” 

出所）伊達市 HP（http://www.city.date.fukushima.jp/soshiki/5/8370.html） 

（４）首都圏から２時間の好アクセス                           

 本市へは、東京から新幹線で福島駅まで約１時間 30 分、阿武隈急行に乗り換えて約 20 分

で来ることができます。日帰りも可能で、気軽に行き来できます。 

市内には東北中央自動車道（相馬福島道路）の４つの

IC（(仮称)阿武隈 IC、(仮称)霊山 IC、(仮称)福島保原線

IC、(仮称)国道４号 IC）の設置が予定されています。 

また、相馬福島道路は平成 32 年度の全線開通を目指し

て整備が進められており、料金は無料となっています。 

この開通により東北自動車道と常磐自動車道が結ばれ、

広域的な物流・人流の活性化が期待されています。 

＜大都市圏からのアクセス（東京から）＞ 

 鉄道利用では新幹線と在来線で約２時間 

 自動車利用では東北自動車道経由で約４時間 

 東北地方の中心都市である仙台からは在来線のみ

を使用しても約１時間 30 分程度、新幹線利用の場合は約 30 分 

 

                            
１ 無料で休憩できるまちの案内所。公共施設から、個人商店まで、既存空間を利用し、地域情報を提供し交流を

促進させる場。 
２ 

脂肪・筋肉・骨・水分など、身体を組織する成分。 

図 16 伊達市の位置図（再掲） 
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梁川八幡神社 

（５）子育てしやすい環境                                

 本市には、豊かな自然があるだけでなく、緑豊かな公園や室内の遊び場が整備されていま

す。 

また、小学校が 16 校、保育園４園、幼稚園７園、認定こども園７園、保育所９園（平成

29 年４月１日の施設数）が整備されているほか、一定年収以下の方やひとり親世帯の方など

に対する保育料の軽減制度、妊婦や３歳未満の子どもの保護者に対する子育てヘルパー派遣

事業等取組を進めています。さらに、４月より妊娠期からの切れ目のない子育て支援事業（伊

達市版ネウボラ１）の開始を予定しており、より一層の子育てしやすい環境整備に取り組んで

います。 

   

パレオパーク                  保原総合公園 

 

（６）紡がれる歴史                                   

本市には、伊達氏発祥の地である高子岡城跡、伊達氏の氏神である梁川八幡神社などが残

るほか、奈良・平安時代に遡る養蚕の歴史があり、なかでも掛田地区は外国の生糸商には横

浜に次いで記されるほど養蚕が盛んであったと言われています。 

  

図 18 伊達市と福島ガイナックスが共同制作したアニメ 

                            
１ フィンランドで制度化されている子育て支援施設のこと。妊娠、出産から就学前までの育児を切れ目なく継続

的に支援するのが特長。「ネウボラ（neuvola）」とは、フィンランド語で「アドバイスする場所」という意味。 

図 17 掛田折返糸 
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3.3 伊達市版生涯活躍のまちの可能性 

 

（１）東京圏在住者の移住意向                                

東京圏（一都三県）の 40 歳以上で伊達市への移住を希望する方の Web アンケート調査結果

では、伊達市出身もしくは伊達市に親戚等が居住している方が多く、伊達市を移住先・二地

域居住先等に選択する理由としては、自然環境が豊か、仕事・働き方を変えたい、都市部の

暮らしが合わない、広々とした住宅を確保したい、家賃や住宅の価格が安い場所に移動した

いといった回答が相対的に多くありました。 

自然環境等を魅力に感じつつも、仕事の確保や生活環境、交通、医療等を懸念している傾

向が見られました。生涯活躍のまちに求めるものとしては、医療の充実と住まいの価格が重

視されており、新築よりもリフォーム志向が高い傾向がみられたほか、移住後の活動として

は、運動等の健康活動、地元食材での料理、自己研鑽のニーズが高く、地域貢献、地域おこ

し活動への参加も約３割がやってみたいとの回答があるなど、地域活動への参加層も一定程

度存在します。 

加えて、本市への移住を選択肢の一つとしている方へのグループインタビュー結果からは、

自然豊かな環境でのんびり暮らしたい、子どもに自然を体験させたい、菜園等を楽しみたい

といった自然派志向のニーズが多く聞かれました。また、現役層を中心に、雇用の確保、就

農支援、コミュニティ形成支援等のサポートへの期待のほか、なかには、サテライトオフィ

スやインターネット環境への期待も聞かれたほか、シニア層では、自分の経験を活かした事

業やボランティア活動への参加希望、コミュニティで安否確認し合える仕組みがあると良い

などの声もありました。一方で、本市の知名度向上の必要性や移住情報が得にくいといった

情報発信の不足を指摘する声もありました。 

こうしたニーズに対応した生涯活躍のまちづくりを進めていく必要があります。 
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気候がよい

風光明媚である

自然環境が豊かである

街のイメージが良い

歴史・文化的な遺産が多い

趣味やレジャーを楽しめる環境にある

温泉がある

都心へのアクセスがよい

住宅事情が良い（大きな家や庭が持てる、土地が安いなど）

農業や家庭菜園ができる

治安が良い

行政サービスが充実している

交通利便性が良い（公共交通機関が整備されているなど）

商業施設が整備されており買い物に不便しない

福祉・医療施設が整備されており病気や要介護になっても安心して暮らせる

保育所の整備等子育てサービスが充実しており安心して子育てができる

小学校以上の子どもの教育が充実している

地域コミュニティが緊密である

人情味がある

親戚・友人・知人がいる

仕事や社会活動に参加しやすい

生まれ育った場所がある

その他

特にない

伊達市移住

希望あり（n=277）

伊達市移住

希望なし（n=753）
 

図 19 伊達市に移住を希望する際に最も重要なポイント 

出所）40 歳以上の一都三県居住者へのインターネットアンケート結果（移住を希望する方を抽出） 
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（２）効果影響                                       

伊達市版生涯活躍のまち構想の推進によって、東京圏からアクティブシニアが本市に移住

することによる効果・影響として、将来の医療・介護負担、公租・公課収入等の試算を行い

ました。 

元気な熟年層・高齢者（50～70 代）を中心に、５年間で 100 人が本市に移住した場合を想

定すると、医療介護給付費に要する市負担額が施策開始から 50 年で累積約１億円程度の増加

が見込まれる一方で、同期間の社会保険料収入市民税収入の累積はこれを上回り、約５億円

程度見込まれる結果となりました。ただし、ピーク時には介護人材が最大７名程度不足する

と見込まれることへの対応も必要となります。 
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市民税収入
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図 20 移住による効果影響の試算結果 

 

（３）伊達市の課題に対応した生涯活躍のまちづくり                                       

本市の現状、ポテンシャルを踏まえると、東京圏の方々が本市に移住しようと考える場合

の魅力は、豊かな自然環境であると言えます。また、新幹線等などでのアクセスの良さ、安

価な住まいの確保などもポイントであることが伺えます。一方、こうした環境や条件を備え

た地域は、北関東３県や甲信越３県など、他にも多く存在するところであり、本市ならでは

の特徴を十分に活かした取組と、その周知が必要と考えます。 

また、移住にあたって、市内の交通や医療介護の水準や職の確保、生活利便性などに不安

を感じている方も多く、これらの不安の解消に向けたサービスの提供、雇用の創出などが求

められています。この点についても、高齢者や子育てへのサポートなどを充実、就農を始め

とする雇用の創出、地域ごとにあるサロンなどを通じた人とのつながりづくりなどの工夫が

必要です。 

一方、移住を検討する層は本市に何らかの縁やゆかりのある方も多く見られます。こうし

た方や来訪したことがある人にとって、伊達の名産であるあんぽ柿や桃・ぶどう・りんご等

をはじめとした果樹は、その香りによって季節の訪れを感じさせるなど、伊達ならではの魅

力的な風景を形作っているほか、霊山や高子沼など、地域の誇りとなる地域資源は伊達の魅

力として実感されています。また、近年では健幸都市として健康づくりに積極的に取り組ん

できており、こうした特徴を活かし、本市の豊かな自然環境と歴史的資源、都市と田舎のほ
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どよいバランス、地域コミュニティによる共助などを活かした暮らしやすいまちづくりによ

り、東京圏等からの移住、本市にゆかりのある人の移住・住み替えのほか、市民の定住のた

め、安心して快適な暮らしを実現する健幸都市の構築を進め、交流人口の増加とその結果と

しての雇用創出、地域経済の活性化を目指していくことが必要だと考えられます。 

 

 

図 21 伊達市の SWOT 分析 

参考：伊達市地域創生本部専門部会資料を元に加筆・抜粋 

 

 豊かな自然環境（霊山等） 

 阿武隈川流域に広がる果樹栽培 

 歴史的資源（伊達氏ほか） 

 都市部との移動が容易（仙台、福島、郡山等） 

 健幸都市（ｽﾏｰﾄｳｪﾙﾈｽｼﾃｨ）の取組 

強み Strength 

 合計特殊出生数が少ない 

 空き家、耕作放棄地の増加 

 雇用の場の不足 

 震災後の交流人口の低迷 

弱み Weakness 

 ２地域居住や地方移住への関心の高まり 

 テレワークなど、遠隔での就労機運の高まり 

 首都圏の高齢者増加・介護不安 

 東京圏の生活コストの高さ 

 相馬福島道路の開通 

機会 Opportunity 

 

 製造業の海外流出 

 全国各地で進む移住定住促進、生涯活躍のま

ちの取組 

 放射線への不安、風評被害 

脅威 Threat 

プラス要因 マイナス要因 

内

部

環

境 

外

部

環

境 

S W 

O T 
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第４章 伊達市版生涯活躍のまちのコンセプト 

 

4.1 目指す姿 

 

 

 

 

 

 

 

本市は、東京圏から新幹線で日帰りができる立地でありながら、自然豊かであんぽ柿や桃、

ぶどう、りんごなどの果樹園が広がり、その香りただようまちです。名峰霊山を始めとした

豊かな里山とともに、四季折々の季節を感じられるまちでもあります。さらには、地域ごと

の自治組織や各所にある交流サロンなど、人と人を紡ぐ地域のコミュニティの基盤がありま

す。 

また、健幸都市を推進する本市は、健康に関する知識の向上はもちろん、運動などの健康

づくりも促すべく、魅力ある「歩きたくなるまちづくり」に取り組んでいます。これからも

活躍したいアクティブシニアの意向に沿ったプログラムの開発にも力を入れていきます。 

さらに、地域包括ケアとの連携により、介護が必要となった際には、適切なケアが十分に

受けられるよう、医療介護の充実した住環境の提供を推進しています。 

人口減少、少子高齢化が進む本市において、こうした豊かな自然の恵みあふれる環境や健

幸づくりの取組、いわば地域が家族と言えるような地域コミュニティの土壌を活かして、リ

タイア後に園芸などをしながらゆとりある暮らしを満喫したい高齢者、就農や里山での子育

てなどの田舎暮らしのライフスタイルを希望する現役世代に住んでもらい、地域に溶け込ん

でともにまちづくりをしていく魅力的な環境づくりを進めていくことが必要です。就農にあ

っては、本市の特徴である果樹栽培等の農作業への従事をはじめ、これらの６次産業化や遊

休地を活用した菜園の整備など、移住者が活動する場作りを図っていくことで、移住者の増

加が地域の活動の担い手とサービス需要の増加をもたらし、市内の雇用増加、活性化につな

げていくことが可能となります。 

地域資源を活用して、移住者のニーズに応えていくことは、市民にとっても暮らし続けや

すい、本市や近隣の市町村出身の方が故郷に戻ってきやすい環境づくりにもつながります。 

こうした本市の豊かな自然と都市的利便性を両立しうる環境を活かし、都市部からの移住、

里帰り、定住につながり、地域の課題解決にも貢献するまちづくりを進めることを目標とし

ます。 

 

 

自然の恵みあふれる桃源郷 健幸都市 伊達 

～“せっかくどうも”で紡ぐ心のゆとり 地域が家族になるまちづくり～ 
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4.2 取組方針 

目指す姿を実現していくため、健幸都市の取組をベースに、豊かな自然や歴史資源、地域

コミュニティを活かしながら、健康づくり、農業を中心とした雇用の場の創出、魅力の向上、

地域包括ケアシステムと連携した安心して生活ができる環境づくりにより、市民・移住者が

生きがいをもって暮らせるまちづくりを以下の３つの柱を中心に進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22 伊達市版生涯活躍のまちの概念図 

 

地域が家族になる 

健幸なまちづくり 

心のよりどころとなる 

安心と地域への誇りづくり 

健幸なまちづくり 

自然の恵みを活かした 

生業・生きがいづくり 

基本的な考え方と取組方針 

自自然然のの恵恵みみああふふれれるる桃桃源源郷郷  健健幸幸都都市市  伊伊達達 

～～““せせっっかかくくどどううもも””でで紡紡ぐぐ心心ののゆゆととりり  地地域域がが家家族族ににななるるままちちづづくくりり～～ 

伊達市の資源 

健幸都市の取組 豊かな自然の恵み 地域自治組織との協働体制 

首都圏等からの好アクセス 子育てしやすい環境 紡がれる歴史 
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市民・移住者が共に助けあうまちづくりにより暮らしやすい環境を実現 

地域での健幸づくりの充実 

（１）地域が家族になる健幸なまちづくり                          

本市にある各種のコミュニティ形成の取組、“せっかくどうも”のあいさつに代表される、

感謝や思いやりの心を下地として、各地域で多世代の交流、共助の取組を通じて「地域が家

族になるまちづくり」を進めていきます。 

具体的には、各地のいきいき・ふれあいサロン等の取組に加え、交流館や既存の公共施設

等を活用するなど健幸都市（スマートウェルネスシティ）の取組における健康に関する啓発、

食事や運動指導、地域包括ケアシステムと連携した介護予防のほか、就農・地域活動への参

加、交流等による健康づくりを推進し、移住される方、本市に縁やゆかりのある方が地域に

参加できる取組を進めていきます。 

 

●取組例 

• 空き公共施設や空き家・空き店舗などの既存施設の改修等による、住民の身近な運動、

交流の場となる「ウェルネスサロン」等の整備 

• 高子沼、霊山をはじめとしたウォーキングコース、総合運動公園での運動などと連携

した健康づくり、ウォーキングロードの整備 

• 高齢者向けの住まいの整備にあたり、子育て支援施設を設けるなど、多世代の交流を

促し、高齢者の就労の場ともなる環境を確保 

• 市内各地域の交流拠点の充実（各地域自治組織等が運営する交流館、掛田まちなかサ

ロン“Yottemi”などに代表されるまちなか交流施設、里山学校、飲食店、産直施設、

地域包括支援センターほか）によるコミュニティ形成、地域内循環を高める就労支援

や共助ポイントの導入などの仕組みづくり 

• 本市にゆかりのある方への情報発信、地域内共助の仕組み（共助ポイント等）、地域

の歴史を活かした生涯学習、地域住民の参加による観光拠点づくり、イベント開催 

 

 

 

 

 

 

（２）自然の恵みを活かした生業・生きがいづくり                     

本市の名産であるあんぽ柿や桃・ぶどう・りんご等をはじめとした果実栽培を継承し、か

つ都市住民が収穫や加工、商品化など、体力やノウハウなどに応じた参加が可能となるよう、

就農、体験農業、繁閑に応じた部分的な就農など、多様な参加形態とその斡旋の仕組みを構

築していきます。若者、アクティブシニアに対しては、本格的な就労・就農が可能となるよ

う、人材育成を図る仕組みを充実するほか、農産物の加工販売の担い手確保など、基幹産業

として持続可能な農業を目指すとともに、地産地消による自然豊かな暮らしを実現していき

ます。 

また、福島、仙台、東京等への交通アクセスのよさ、住宅地における農地・里山の存在を

活かし、田舎暮らしを希望する都市住民に対し、菜園と合わせた住宅の提供など、緑の中で

のゆとりある暮らしを提供していきます。 
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地域産業の振興と移住者の働く場の確保の好循環による移住定住の実現 

ゆとりある暮らしを志向する方への移住の魅力向上 

医療介護等の安心できる生活環境の構築による移住定住の実現 

歴史を介した生涯学習による生きがい創出、誇りの醸成による定住促進 

 

●取組例 

• 就農を希望する移住者への PR、本市の基幹産業である果樹栽培等における移住者や地

域の農業後継者に対する就農・継続営農に対する指導・支援およびその体制を構築 

• 菜園付の住まいを希望する移住者、市民へのシェア農園の提供 

• 果樹園等での収穫や加工体験を組み込んだ観光ツアーやお試し移住ツアーの商品化 

• りょうぜん里山学校等を活用した「健康の森」づくり、自然環境・既存施設を活用し

た「ヘルスツーリズム」、観光農業等の促進 

• 登山やハイキングなどの活動の充実による観光、市民の健康づくり、これらを契機と

した地域の大学との連携による子どもの体験学習 

• 移住者や二地域居住者、観光客を呼び込む情報発信の充実、これらを中心となって行

う担い手の育成 

 

 

 

 

 

（３）心のよりどころとなる安心と地域への誇りづくり                   

市内および周辺の拠点病院と地域医療機関、介護事業者等との連携による地域包括ケア体

制の充実を図り、これらの連携体制によって移住者を含め地域の方が安心して生活し続けら

れるサービスを提供するほか、移住後の暮らしの相談、生活支援、見守りの充実を図ってい

きます。 

伊達氏ゆかりの地であることは、市民の心のよりどころ、住んでいる地域への愛着、誇り

を形成するものです。こうした歴史を知ること、歴史を介した生涯学習や観光などの活躍の

場づくりを図っていくことが、移住定住にもつながるものとなります。 

 

●取組例 

• 北福島医療センターの機能拡充、地域医療介護機関、地域団体等との連携により安心

して住まえる環境を整備 

• 高齢者向け住まいの新規整備や、空き家の活用を含めた住まいと移住希望者とのマッ

チング体制の充実 

• 地域の医療・介護機関や地域団体等と連携した在宅医療介護、見守り等の充実 

• 子育て支援体制の充実 

• 歴史を介した生涯学習や観光などの活躍の場づくり 
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4.3 拠点の考え方 

健幸都市基本計画、都市計画マスタープランにおいて、健康づくり拠点（ベース／サテラ

イト／サロン）の整備や高齢者向け住まい、健康意識の醸成をはじめとした取組とその拠点

を位置づけています。介護保険事業計画では、市内を４つの日常生活圏域に区分して地域包

括ケアサービスの提供を行うこととしています。 

これらを踏まえつつ、各地域の特徴に応じて、市内５箇所に拠点を配置し、来訪者、移住者

の拠点となる交流の場とその運営体制を構築し、公的住宅の活用、空き家バンクの取組等を

通じて高齢者等移住者が暮らしやすい環境を確保していきます。なかでも、以下の地域別の

拠点を想定して取り組みます。 

 

① 市街地の利便性と安心感を求める方 （々市内及び周辺自治体等比較的近隣の地域におけ

る高齢者・子育て世帯及びＵターン希望者等）に対して医療介護の安心と健康づくりや

菜園生活を提供する地域 

② 自然環境豊かな地域への移住を希望する方 （々大都市圏のアクティブシニア及び就労・

就農希望者等）に対して里山を中心とした農的暮らしと交流、生きがいづくりを提供す

る地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 23 拠点配置 

医療介護環境の充実を基礎とした 
安心なコミュニティづくり 
【☞伊達地域：北福島医療センター周辺地区】 
【☞保原地域：高子地区、商店街】 

豊かな自然環境、農業を活かした 
参加型コミュニティづくり 
【☞霊山地域掛田地区】 
【☞梁川地域白根地区】 
【☞月舘地域】 
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桃畑 

梁川八幡神社 

第５章 地域別の取組事項 

 

5.1 伊達地域 

●地域の特徴 

住宅、商業、工業等の各種機能が集積する市街地であり、

JR 伊達駅や国道４号などの交通アクセスもよく、現在も宅

地開発等が進むほか、愛宕山からの信達平野の眺望を活か

したトレッキングなど、都市的利便性と医療介護の安心、

健康づくりの取組の可能性があります。こうした資源を活

かした移住定住を進めていくことが必要です。 

 

●今後の検討事項 

 地域の特徴を踏まえ、今後、下記事項等を検討の上、伊達地域の生涯活躍のまちの形成を

図っていきます。 

・北福島医療センター周辺を健幸都市づくりの核となる「健康医療拠点」として、既存医

療センターとの連携、新たな医療・健康増進機能の導入 

・既存施設（交流館等）を活用した身近な運動や交流の場となる「ウェルネスサロン」、

地域ごとの拠点となる「ウェルネスサテライト」を形成 

・箱崎地区の医療施設の既存機能の回復とともに、新たな健康医療施設の集積を促進 

・愛宕山や史跡名勝、桃畑や阿武隈川の白鳥の飛来地等を回遊する遊歩道のネットワーク

づくり 

 

5.2 梁川地域 

●地域の特徴 

伊達氏の本城が築かれた地域であり、養蚕業が盛んであっ

た地域の歴史、あんぽ柿や伊達鶏などの名産物や、また美術

館が立地しているといった歴史文化資源を活用しながら、空

き家だけでなく、空き店舗や空き地が増加している状況を踏

まえ、増加している空き家等を活用した地域の交流拠点の整

備や住まいの確保、健康づくりを進めていくことが必要です。 

 

●今後の検討事項 

 地域の特徴を踏まえ、今後、下記事項等を検討の上、梁川地域の生涯活躍のまちの形成を

図っていきます。 

 ・伊達氏の本城、養蚕業等の歴史、あんぽ柿や伊達鶏などの名産物や文化資源を活かした交流

拠点の形成 
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つつこ引き祭り 

名峰「霊山」 

・既存施設を活用し、身近な運動や交流の場となる「ウェルネスサロン」の整備とともに、

地域ごとの拠点となる「ウェルネスサテライト」を整備 

・やながわ希望の森公園や歴史的な城跡・寺社、広瀬川の水辺などを結ぶ遊歩道等のネッ

トワーク形成 

・「健幸都市」のモデル地区として、様々な取組を推進してきた梁川地域白根地区を中心

とした健幸都市構想の発展 

・梁川病院など福祉・医療関連施設との連携強化による地域医療体制の充実 

 

5.3 保原地域 

●地域の特徴 

阿武隈急行が伸び、商業店舗や行政機関が集積するほか、

ニット製造業、電気・食品関連の企業が集積する工業団地

が立地しています。住宅団地の集積と桃の生産地としての

ブランド、保原総合公園をはじめとした各種公園や高子沼

等の親水空間があり、地域の祭り（つつこ引き祭り）など

の歴史文化資源もあり、こうした資源を活用した交流、就

農、健康づくりを進めていくことが必要です。 

 

●今後の検討事項 

 地域の特徴を踏まえ、今後、下記事項等を検討の上、保原地域の生涯活躍のまちの形成を

図っていきます。 

 ・保原総合公園を拡充整備し、健幸都市に関する理解を深め、行動につなげる健康づくり

の全市的な拠点となる「ウェルネスベース」を整備 

・既存施設を活用し、身近な運動や交流の場となる「ウェルネスサロン」の整備とともに、

地域ごとの拠点となる「ウェルネスサテライト」を整備 

・中心市街地に立地する既存の医療施設は、身近に利用できる医療機関として既存機能維

持を図るとともに、新たな施設の集積を促進し、地域医療体制を充実 

・就農促進に向けた指導助言体制、農家と移住者のマッチング体制の構築 

 

5.4 霊山地域 

●地域の特徴 

阿武隈山系の丘陵地に位置し、豊かな自然環境に恵まれ、

林業や農業の集落が点在するほか、福島市と相馬市を結ぶ

結節点として栄え、紅彩館やこどもの村等のレクリエーシ

ョン施設が充実するほか、掛田地区には、交流拠点「掛田

まちなかサロン“Yottemi”」を核にした地域づくりが行われ

ています。 
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つきだて花工房 

こうした地域資源を活用して、地域のコミュニティづくり、健康づくりとともに、地域産

業の振興を図っていくことが必要です。 

 

●今後の検討事項 

 地域の特徴を踏まえ、今後、下記事項等を検討の上、霊山地域の生涯活躍のまちの形成を

図っていきます。 

・掛田地区は「健幸都市」のモデル地区として整備された、高齢者専用住宅、コミュニティ

道路、ポケットパーク及びウェルネスサテライトなどの利活用を高め、イベント開催等の

取組と併せて健幸を基軸としたまちづくりを推進 

・既存施設を活用し、身近な運動や交流の場として整備された「掛田まちなかサロン

“Yottemi”」や地域拠点である「ウェルネスサテライト」を活用し、地域コミュニティづ

くり及び健幸づくりを推進 

・広域医療機関や福祉・医療関連施設との連携強化による地域医療体制の充実 

・霊山高原一帯の豊かな自然環境や既存施設等を有効活用した「霊山高原構想」の検討を図

り、健康への投資活動（健康の回復・維持・増進）につながる拠点整備を推進 

 

5.5 月舘地域 

●地域の特徴 

本市の南部に位置し、豊かな自然環境に恵まれ、林業や農業の集落が点在するほか、養蚕

機織発祥の地として栄えた地域です。 

農業が主力産業であり、つきだて花工房や月舘森林公園

等の交流施設が充実するほか、御幸山や女神山等の緑豊か

な山々に囲まれた昔ながらの里山の原風景が残されていま

す。 

こうした地域資源を活用して、都市と農山村地域の交流

が活発に行われており、今後は、小中一貫校を整備し、地

域の振興を図っていきます。 

                             

●今後の検討事項 

 地域の特徴を踏まえ、今後、下記事項等を検討の上、月舘地域の生涯活躍のまちの形成を

図っていきます。 

・つきだて花工房周辺においては、都市と農村の交流を促進するクラインガルテン（滞在

型市民農園）や月舘運動場の機能強化 

・市内で初めて、月舘中学校と月舘小学校及び小手小学校を統合した「月舘小中一貫校」

を通じた教育環境の充実 

・市内外の手工芸品等の手づくりクラフトをテーマとした「モノ作りびとフェア」を開催 

・これらを契機とした大学、地域等が連携した、移住者等を含む子どもの体験教育や生涯

学習の推進 
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目標像の実現に向けては、既存の公的住宅や空き家、高齢者向け住まいの活用を図りつつ、

街なかでの民間事業者による住宅整備と合わせ、医療介護と連携した住まいを整備し、移住

者の呼び込み、市民の定住を促進していきます。 

このほか、高齢者の活躍の場の確保及び地域産業の維持につながる雇用の場と就労希望者

とのマッチング、人材育成を図る体制を農業ほか関連団体と連携して構築していくとともに、

地域住民の交流、商店街をはじめとした生活機能の維持向上、住民の生きがい創出を図るた

め、大学や地域団体（商工会、観光団体等）と連携した生涯学習や地域コミュニティづくり

を図ります。 

上記の活動は多岐にわたるため、これらを実践する場の形成、情報発信等の体制について

は、民間事業者と市、関係機関による「伊達市版生涯活躍のまち運営推進協議会（仮称）」を

組織して、事業の進捗状況を共有し、必要な施策を産学官連携で講じていくものとします。 

 

●取組を支える体制の例 

• 医療介護と連携した住まいの整備に向けた事業者の募集 

• 健康づくりを促す「健幸ポイント」に加え、地域ぐるみの高齢者見守りネットワーク

の充実、意識啓発、生活の助けあい等を促す「共助ポイント」制度の構築、アダプト

活動団体１の認定等の活動支援制度 

• 健康増進の意識啓発、住民の活動への参加を促す普及啓発、ソーシャルビジネスの支

援、運動・スポーツ、食育等の活動体制 

• 地域公共交通の充実（デマンドタクシーの増発や利便性・サービスの向上等） 

• 各種取組の運営調整を図る相談、マネジメント体制の構築 

• 首都圏等に向けた本市の魅力の情報発信、お試し居住による体験の促進 

                            
１
 道路の緑化・清掃等の活動を行う団体や企業などを認定し、苗を提供するなどの支援を行う。 

第６章 実現に向けて 

6.1 体制構築 
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図 24 体制イメージ 

 

6.2 取組の評価 

目標像が実現した姿を見据え、取組の PDCA サイクルを管理していく際の重要業績評価指標

（KPI）として、伊達な地域創生戦略と同様の指標を採用します。 

表 4 重要業績評価指標（KPI） 

KPI 
現状値 

〔平成 26 年度〕 
目標値 

〔平成 31 年度〕 

運動習慣者の割合 23.07％ 30.00％ 

元気づくり教室、健康運動教室等への参加人数 1,748 人 2,650 人 

生涯活躍のまちの選定箇所 － 延べ１箇所以上 

生涯活躍のまちにおける雇用者数 － 延べ 20 人以上 
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6.3 今後の取組 

 

 体制構築とあわせて、伊達市版生涯活躍のまちの実現に向けて、以下のような活動を具体

化していきます。 

 

（１）生涯活躍のまちの拠点とその運営者の選定                      

本構想における市内の拠点配置を鑑み、移住者の受け皿となる住宅や医療介護、地域活動

の拠点を確保すべく、市がまちづくりの担い手となる民間事業者の公募を行い、関係機関と

の連携体制の協議調整を図っていくことを検討します。 

新たな住宅整備が予定されている高子北地区での事業化、その他の地域での既存の拠点活

用を基本とした必要な機能・体制の充実方策を検討します。 

 

（２）農業の担い手育成                                 

本市の基幹産業であるとともに、本市の魅力を形成しているあんぽ柿や桃・ぶどう・り

んご等の果樹生産をはじめ、稲作や畑を耕作している農家においては、全国的な動向と歩

みを同じくして後継者の不足が顕在化しています。これら本市の名産、豊かな農園景観の

維持には、収穫期のほか、手間を要する作業が必要であり、その担い手の育成が急務です。 

一方、農家は家族経営が中心で人材育成にかける時間や人手がなく、そのノウハウも不

足していることから、移住者や農家の後継者に対する指導人材の充実等を図っていきます。 

 

（３）果物等の加工販売へのノウハウある人材のマッチング                 

本市の果樹生産の強みを活かした６次産業化の推進等を図るため、生産から加工、販売

までを担う農業生産法人等に対し、ノウハウを持つアクティブシニアや就農を希望する若

者の就労を促進する人材育成のための研修支援、加工販売のための事業所設置・改修への

助成、就労斡旋のための職業紹介を生涯活躍のまち運営推進法人が担えるような規制緩和

の適用も検討していきます。 

 

（４）農的な暮らしを実現するシェア農園の整備と管理                   

本市への移住者は、豊かな田園や里山に恵まれた本市の環境に惹かれ、菜園での農作業

をしながらゆとりある暮らしを送りたいアクティブシニアや自然豊かな環境で伸び伸びと

子どもを育てたい子育て世帯が多く見込まれます。こうしたニーズに応えるため、後継者

が不在となった市内の耕作放棄地を所有者から共同で購入もしくは賃借し、菜園として活

用しやすくする制度、仕組みを検討します。 

 

（５）移住促進に向けた情報発信の充実                          

東京圏等への本市の魅力の情報発信として、地域の生活環境や、就農体験、子ども向け

の体験学習、山歩きなどの地域の魅力を実際に感じてもらうお試し居住や市ホームページ
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などを活用した情報発信方策を検討、地域の魅力発信の担い手育成とあわせて取り組んで

いきます。 

 

（６）多世代交流の充実                                 

里山や農園等での体験学習、ウォーキングやトレッキングなど、子どもから学生、大人、高

齢者までが参加、あるいは活動の担い手となる取組を通じ、多世代の交流を推進していきます。

ウェルネスサロンの各地域での整備や子育て支援への高齢者の担い手としての参加なども含め、

地域が家族になるまちづくりに向けた活動を推進していきます。 

 

6.4 今後のスケジュール 

 

今年度（平成 28 年度）の本構想の策定後、平成 30 年度中の先駆的な拠点整備への着手を

目指し、生涯活躍のまち構想に関する地域再生計画の認定を国に申請。事業者の公募を経て、

事業計画を取りまとめ、事業化を図っていきます。 

 

表 5 今後のスケジュール案 

 

 

 

 


